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　　當面日本の生産に關する工轟的諸問題，援術的諸問題

　はどうしたら向上灘展させられるだろうか・これは私た

　ちに興えられた課題である・ζれに饗する一つの回答と

　しては，まずどんな研究がなさるべ毒かということ・i突

　にそれらの研究が蜜際に役立つとζろまでなされたかど

　うかという繍討があげられる・楓めて自明の問題ながら

　從來多くの研究機關からどんなに逡ざけられでいfUこと

　であろうか・生蔑i蹄研穽所がその設立目的の…v■つに

　r研究成果の實用化試瞼”を行うことを掲げてあるの

　は，實行しにぐかつたこの問題に着眼して，貫に解決を

　園ろうとする決意を示したものであるザ

　　昭和2を年度は當硯究所設立㊧i翌年である・同時に第

　＝工墨部としで最絡の卒i業學蜘300名の激育もひかえ

　てい仁年である，しDSし研穽所としては決して多くはな

い蕨究費の一部身をこの實用化試瞼研究のために割いて

　この年初めてその使命を蜜行にうつPた・ただ工學のほ

　とんどすぺての離門にわたる專門分辱を有する當生研と

　して，まだ100に近い籔の敦擾・助教授を擁していた研

究陣容として，僅々十あまり¢薪究課題しか探り上げら

れなかつたということは，不十憂な豫算の申ではやむを，

得ないとはいいながら残念であつfe，それらの邊揮は特

昼IJに遽ばれk委員によつて眞劒に討議の上で行われたの

である．本篇は副題にもあるとおり，中關試験研究の醗

甕成果のスナツプである・さて當所では中聞試験硯究と

・いう言葉をしきり．に用いているが，この穂え方は多少の

異動を問題としないならば，實用化試験，工業化試瞼と

いういい方庵あろう・それを中間試験研究と聡するのは

實瞼室での研究成果を實用化にうつすために行う中聞規

槙の試験研究という考えからである・しかしこの語の定

義は案外むつかしいので，まず實績を作つていくつもの

實例を総合し抽象すれば，その定義はおのずから定まる

とも考えている．

一いずれにしても，すでに工業輩のd－・一・一歩手前にある研究

成果が以下に述べるだけ塗行され弩≒いうことは・至難1

な技術開拓の道を・・・…一歩伐り拓避たものと確信する。

　1；「騰波鶉鋒装鷺の申間生灌」碑究者　糸川英夫教

　　　授外助手等10名　　．　　　　1　　、　　　u

按術の階級的進歩のために・最源始的な1型づラヅ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tクセットから最新の8チャネルユニッF方式にいたるま　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

での合計8セヅトの試作を完成したがジこのうち5セッ

トは3チャネルである・この結果2チヤネルセk7トは外

臨取扱，性能と屯に雛となり，この丙をセットは新

潟及び鹿1鼠轟に邊つて遠疑繭隠搬のデス｝ができ九．、ま…＿→、

た8チヤネルぱ本年4月の繋學會総禽に農示公開するζz　　‘t

とを要求され，ごれは現代驚學展に出晶されて娃騨を得、

た・このイソク直詑式膿灘疎装置はわ力國最初勿出現

として病院關係考の注臼を受けたのが絵じまりで，その　　　．〉，

後，馨療器械工業界，測建器工業界に，わが國でもこの，

程鷹のもρができるとの刺戟と自僑とを與えたのであ　　．．
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

る．しかし現在まで全セヅトとしてまとまつた電のは生　　　’

研式以外にはなV），今後の問題としては標準型量薩普及

のための諸條件を決定する硯究が必要である．なおこの

懸用として，地震計卸心電圏詑録装置が試作され，賓用

に供されている．　　　　　　．，．
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・2．噺鵬寵齢解UtNt。ec作」mx山内恭

　　　彦教授，渡邊勝技官外2名

　「本試作は積分機20豪を冒標としているが，綴績研究

として第1年度kる25年度は，積分機4籔，入力卓多

墓及び蓮結装置ID完成を豫定した．材料の値上りが手痛

くこの分ρ完成は事實上はこの獺となろう・主なる改

良鷺は，積分機漣結髪置との結合濁ま歯車でなく直結

として，狂いをなくするようにしたこど乳全瞳の璽も穣

夢機と蓮結襲置とを一髄のものとし相互に機械的なズレ

がこないよう考慮したこと，積分機の回韓卓蔓は滑動式

でなく轄動式にして摩擦による負荷の減少をはかつたこ

と，回韓卓肇の移動用主ねじの精度を5／100　mmから

1／100mmまで高めたごと，蓮結装置の主軸激7であつ、

た吃のを15に壌加して將來の捜張にも備えたことプ増

幅機用のドラムとベルトは，鐵と皮をやめてグラファイ

ト，kチt－’ル《ミルトにしてガタを少くする計豊であるこ
　　　　　ノ
と等であるいわが國では理工學研究所に同類機あるのみ

　　　　　　　　で，この意昧からもこの試作研究は有釜といいたい．

3・r小型鯖敏がラ曜倒研究者植村恒義

　　　助教授外2名
　材醤費値上り等の影響で現在約2／3程度進行してい

る．現にi80面醗反射鏡完成・フィルムドラムは荒仕上

’及熱塵理迄進行，レソズ，プリズムは完成，特殊シヤヅ

ターは改良試作中，高速回鱒紬受部品は既に入手ずみ，

なお若干の部品が26年度に残されている・本年中には

これらの研究成果め獲表ができる豫定である・

　4；「逆張力引搬機械の試作及び標簗作業方説の決定」

　・　研究者　鉛木　弘助教授一’

　捲當者の創意により設計試作した第1號機は完成し試

蓮鱒屯行あれた・作業方式決定の實験は實施申である・

本研究の鞭は本誌朗號に登載しn．・

　5．「時計歩度の電氣的測定装副研究者高木昇

致授外1名　　、　　　　　試作に當つて改良をほどこ

した貼は，時計の刻昔を受ける特殊マイクロホソの素子

にロヅシ三～レ騨を使用して感度を高めたこと，．標準周波

、藪の分周は，簡輩で安定なLC護振器及びCR獲振器、、

を用いることにしたことジ装置を小型にして，且？費用

を安くするために40　mmのブラウン管を使用し，’電源

に特別高墜の使用をさけたこと等である・なおブラウソ

管型歩度計は工場現場に適しているが一般顧客黍時計店

から時計を購入するときは，後に記録の残る記録式歩度

計が望ましいので，この種の設計屯行つて，近く完成す

る．第二精工舎は本機を13籔備えて使用しているか

ら，具腱的な便値庵はつきり傳えることができる．

　6・「超晋波探傷器及び厚味計」研究者　高木昇教

　　　授，丹賜登助激授

　本機は本誌25年3月號に紹介してあるので滲照願い

ない．既に現場の各所で活動しているものである．
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　　　　の製蓬」．研究者　加藤正夫助教授外4名

　　　十分ではないが放射能に封するコソクリt－■ト防壁屯で

　　きたので・約40milli・u・i・rc＊目當すう針と板（約40

　　ケ板の方はたとえばあざなどに用いる）を作ることがで

　　き，これらは病院に供給レラジウムにまさる効果をあげ

　　ている．絵談紅なるが「断腸艶」の著者末廣嚴太郎氏の

　　奇蹟的映癒亀本品を僖用した成果である・C♂o¢》合金法

　　としては，・1）電解抽出』捜散法．2）粉末冶金法ε3）

　　溶融一」鋳邉』縫形加工法あ三方法が考えら冠た筑

　　contaminationを少くし1遠隔操作が容易でしかi6，抽出

　　を完全にしだいため1）の方法によることにした．入荷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t，
　　mafi｛　C，oo　C12の水溶液であつたので都合よかつた・－

　　8・「試瞼熔鑛耀による酸聚製鐵の研究」研究者金

　　　　森九郎教授外6名
　　　tの研娩は從來1小型試験キュポラで實験を行づでぎ

　　たが，既に小型キュぷラの段階では，その限界に到蓮し
　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　iば

　　たと思わるので，試験溶鑛櫨で蜜施しgかつ大型溶鑛燈

　　への適用へ志すべきで26年度からは八幡製鐵で協同實　，

　　験を行つている．この報告の機會はいずれあると思う・

　　　9．「高粘性アルギン酸の製造研究」研究者　高橋武

　　　　緻授外6名1
　　　原藻からアルカリをして抽出した液の濾過工程は，袋

　　濾過法による時は，勢力と濾袋の浩耗が著しかつた携・

　　デPラパル型遠心清淫機を使用することによつて，きわ

　　めて能率があがった乙本研究では工程の蓮績化と迅速化

　　並びに・アルコPルによる腕水精製法がきわめて重要な條

　　件であることが立置された・　　、　　　　　s一

　　ユα　「魚油又は￥乾性油より乾性酒を製造する工業的

　　研究」研究者壇野實教授ジ淺原照三助撤授外4各

　　　2年度以上縫綾研究となる亀ので，研究の性質上から

　　專ら設備に力を壷した．201，1氣」堅のステソレス反恋

　　筒，401鋼板白土庭理槽，201眞室濾過器，101禦油分

　　離機，その他藪瓢の設備，製作，搬入を絡つた。　　　，

　　　11・「輕量不燃書庫の試作」研究者星野昌一教授，

　　　　　埣繕騨授解名　　これ轍ギ度の縫績
　　研究となり，第1年度として妹物債値上りのことも考

　　え，材料の一部購入に豫算が費されたに止まつk．

　　　12．「地上竈眞測量用団化機械の改艮」　研究者　丸安

　　　　　隆和助激授

　　　地上窩眞測量のことは本誌25年5月號に登載されて

　　ある．本機は，ステレオカルトグラフの散爵Lせる部品を

　　本學農學部から譲りうけてしこれを組立て，これに垂直

　　窩眞用の放射機を水李撮影用に改造し，By軸の装置の

　　なかつたのを取付け，アミシプリズムの改逡などを行つ

　　たもので，ロ糟にこれの全景を示した．今市地震に俘うf「

　　山崩れの調査を本機を用いて行い，その結果は26年末

　，頃獲表される豫定である・（登載は所麗研究部順による）
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